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第７回第７回
信濃川中流域水環境改善検討協議会信濃川中流域水環境改善検討協議会

資料２－２　資料２－２　

１）サケ遡上調査報告

２）水環境に関する当面の対応方針

３）今後の調査について

４）その他
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１）サケ遡上調査報告

3

問題点

・減水区間ではサケの遡上が少ない。
・魚野川と比較してサケ回帰率が低い。

【河川状況】
・瀬切れ、または水深が浅くなる地点がある。
・水深が浅い地点の通過時には外敵に狙われやすい。
・適当な淵の分布が少なく、遡上中の休息場や避難場を確保しにくい。

目　的

・遡上障害箇所の把握および遡上条件等の確認

サケの遡上調査サケの遡上調査
遡上経路調査方法

電波を
受信

移動しながら

遡上経路を追跡

移動

発信器をサケの胃内に
埋め込んで装着

発信機を魚体に装着し、
受信したデータから魚類の
行動パターンを把握する

供試魚の方向、信号の
強度を記録する

データをパソコンに
ダウンロードして解析
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調査範囲・日程

50 10km

供試魚採補・放流地点

調査範囲

減水区間

川井大橋下流

小千谷発電所

宮中ダム下流

十日町橋付近

栄橋下流

千手発電所

信濃川発電所 宮中ダム

西大滝ダム

放流日 No. 性別
体長
(cm)

採捕漁協 採捕場所 放流点

10/13 2 ♂ 56 魚沼漁協
小出町

伊勢島新田

10/14 3 ♂ 56 〃 〃

10/15 4 ♂ 57 〃 〃

5 ♀ 60.5 〃 〃

8 ♂ 53 〃 〃

11 ♂ 52 〃 〃

6 ♂ 62.5 信濃川漁協 新潟市舞潟

9 ♀ 63 〃 〃

12 ♂ 65 〃 〃

7 ♀ 62.5 〃 〃

10 ♂ 66 〃 〃

13 ♀ 63.5 〃 〃

15 ♂ 63 〃 〃

11/15 14 ♂ 67 魚沼漁協
小千谷市
卯ノ木

川井大橋下流

10/17

10/24

10/31

11/7 栄橋下流

栄橋下流

十日町橋付近

宮中ダム下流

十日町橋付近

H12.10.13～H12.11.22までの期間中に

魚野川合流点～西大滝ダムまでの減
水区間を対象に、オス10尾、メス4尾の

供試魚を用いて調査を行った。
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追跡状況 期間：平成12年10月13日～平成12年11月22日

No.12

No.14

No.7

No.5

No.11

No.4

No.3

No.2

　　西大滝ダム放流量 　　宮中ダム放流量

宮野原橋

宮中ダム　74.6km

十日町橋

姿橋

栄橋

魚野川合流部
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宮 野 原 流 量 変 化

十 日 町 （姿 ）流量変化

距離標(km ) 流量(m
3
/s)

No.12　遡上経路

宮中ダム魚道

宮中橋付近で放流 志久見川合流点

流量欠測

百合井橋下流

清津川合流点
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No.12　停滞箇所

宮中ダム魚道

10/24　16:30～20:35
約４時間５分かかって通過した。

清津川合流点～清津川

10/26　03:07～16:25
合流点付近の平瀬から清津川に
かけて、１３時間１８分停滞した。

10/30 13:08～17:00（追跡中止）

増水時に本川の濁水を避けるよ
うにして、合流点で停滞した。
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No.12　停滞箇所

志久見川合流点

10/27　14:56～17:51
合流点付近のトロで約３時間停滞
した。

百合居橋下流

10/27　04:10～05:43
早瀬下流のトロで約１時間３０分
停滞した後、降河した。
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No . 1 4遡上経路

宮野原流量変化

十 日 町 （姿）流 量 変 化

距離標(km) 流量(m
３
/s)

No.14　遡上経路

豊船橋上流

川井大橋
下流で放流

宮中ダム直下

信濃川発電所
直下

清津川合流点

妻有大橋付近
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No.14　停滞箇所

宮中ダム直下

11/15 23:00 ～ 11/16 09:30
ダム直下で１０時間３０分停滞し
た。

妻有大橋付近

11/15  09:30～11:00
早瀬の下流で１時間３０分停滞し
た。
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No.14　停滞箇所

豊船橋上流

11/19  01:46～11:07
増水中、下船渡発電所放流口付
近で濁水を避けるようにして、
約１０時間２０分停滞した。

信濃川発電所直下

11/17  03:58～ 15:40
約１２時間停滞した。
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遡上速度と流量の関係

遊泳速度－流量
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N o . 2
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No.14

概ね25～80m3/sの範囲の流量で

遡上の頻度が高く、遊泳速度も速い
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２）水環境に関する当面の対応方針
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流水の清潔の保持流水の清潔の保持

l滞留部における藻類の異常繁殖

景観景観

l大河信濃川としての景観不良

動植物の生息環境動植物の生息環境

l生息場の減少
l生息環境の不連続性
l流速の低下・水深の減少
lサケの遡上障害
l水温上昇による生息条件悪化
l魚類の餌となる付着藻類の生育不良

問題点の整理問題点の整理
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①測量・調査

横断測量
縦断測量
水深測定
流量観測

②空中写真

瀬
淵
カバー
浅場

環境に対して影響が少ないと思われる流量環境に対して影響が少ないと思われる流量
設定のための実施調査設定のための実施調査

流速
水深
水面幅
断面積

面積

流量ごとの
生息生育環境
の変化を把握生活空間（体積）

③水温調査

任意観測（夏季）

常時観測（通年）

地点変化
経時変化

流量ごとの水温
変化を算出する。
（夏季水温上昇
の緩和を検討）
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検討地点

環境に対して影響が少ないと思われる流量環境に対して影響が少ないと思われる流量
設定のための検討結果設定のための検討結果

5

魚
野
川

10km0

信
濃
川

西大滝ダ

宮中ダム

No.2

No.3

No.4No.5

No.6

No.7

No.8
No.9

No.11

No.12

No.13

No.14

No.15

No.1

l水面幅が狭く、瀬切れの起
りそうな場所

l水面幅が広く、水深が浅く、
流速が遅い場所

lその他、区間の代表的、平
均的な地点

減水区間全域に対して検
討を行い、その上で魚類の
生息・遡上に不適切であり、
夏季の水温上昇や藻類の
腐敗が生じやすいと考えら
れる以下のような場所を選
定した。
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流量決定の判定基準流量決定の判定基準 宮中ダム減水区間宮中ダム減水区間

　
各
判
定
基
準
を
満
足
す
る
必
要
流
量

水温：上限水温：上限2828℃℃

早瀬の水深：30cm以上

早瀬の流速：60cm/s以上
・魚類の産卵条件

水深：水深：3030cmcm以上以上

・アユの致死条件
・ニジマスの生息制限条件
・長岡における最高水温

水面幅変化点水面幅変化点

水温上昇期

流量：流量：7070mm33/s/s

・サケの遡上経路の確保

瀬切れの解消瀬切れの解消

・魚野川との比較

・対象魚種の
　　生息環境の確保

夏季夏季

秋季秋季

春季～秋季春季～秋季

春季～秋季春季～秋季
・対象魚種の
　　生息環境の確保

サケの遡上期

魚類活動期

魚類活動期

判定基準判定基準対象期間対象期間
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No.6　栄橋下流地点（距離標56.7km）

現況（平成12年8月30日観測）

水深階級

 1.0m ≦

 0.4m ≦　　＜1.0m

 0.3m ≦　　＜0.4m

 0.15m≦　　＜0.3m

    0m≦　  ＜0.15m

31.6 27.6
17.7

32.4

15.3
45.3

13.4

9.0

22.8

22.5

30.3

14.217.8

0%

20%

40%

60%

80%

100%

上流 中流 下流

現状評価現状評価
【平均流速】・0.459m/sと小さい

【瀬切れの解消】
・中央と右岸の流路に瀬切れ
がある。
【潤床面積】・小さい
【水温】・30℃以上を記録する。
【サケ遡上経路の確保】
・水深30cm以上の流路がない。

横断別水深階級
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１０m3/s２０m3/s
・平均水深30ｃｍ、平均
流速0.6m/sを満足する。

・瀬切れが解消する。
・潤床面積が増加する。
・夏場の水温が28℃以
下に緩和される。
・水深30cm以上の流路
の連続性が確保される。

３０m3/s４０m3/s４０m3/s５０m3/s６０m3/s７０m3/s
・全ての流路で水深
30ｃｍ以上のサケ遡上
経路が確保される。

８０m3/s

No.6　栄橋下流地点（距離標56.7km）

河川流量変化に伴う河川状況の変化

最大水深(m)
平均水深(m)
水面幅(m)
流速（m/s）
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No.9　羽根川合流前地点（距離標67.7km）

現況（平成12年9月1日観測）

水深階級

 1.0m ≦

 0.4m ≦　　＜1.0m

 0.3m ≦　　＜0.4m

 0.15m≦　　＜0.3m

    0m≦　  ＜0.15m

現状評価現状評価
【平均水深】
・瀬となっている3断面とも30cm
を満足していない。
【平均流速】
・瀬となっている2断面が0.6m/s
を満足していない。
【潤床面積】
・小さい

横断別水深階級
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１０m3/s ・流路が複数あるが、右
岸本流で水深が確保さ
れている。
・水深30ｃｍ以上のサケ
の流路は確保されてい
る。

・流路が複数あるが、右
岸本流で水深が確保さ
れている。
・サケの遡上経路は確
保されている。

２０m3/s ・潤床面積の増加が見
られる。
・平均水深0.3cm、平均
流速0.6m/sを満たす。

・潤床面積の増加が見
られる。

３０m3/s ・24m3/sで平均水深
30cm、平均流速0.6m/s
を満たす。

４０m3/s５０m3/s６０m3/s７０m3/s８０m3/s

No.9　羽根川合流前地点（距離標67.7km）

河川流量変化に伴う河川状況の変化
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平均水深(m)
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25

26

27

28

29

30

31

32

33

7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49

宮中ダム放流量（m3/s）

水
温

（
℃

）

十日町橋

妻有大橋

栄橋

川井大橋

水温変化の検討　水温変化の検討　（宮中ダム減水区間）（宮中ダム減水区間）

川井大橋地点の水温が28℃を満足するために必要な宮中ダム放流量は35m3/sである。

　平成12年7月1日～9月15日の水温観測結果から
地点間の負荷熱量を算出し、宮中ダムの放流量を
変化した場合の水温変化量の理論計算を行った。
　地点間の付加熱量は区間内で水温30℃以上を示
した日（7/31、8/1、8/16、8/20）の最高水温から算出。
　また、宮中ダムの平均水温24.96℃をベースに計算。
　最も厳しい条件での水温上昇量を算出した。

24

判定基準からの評価　　　　　　　　　　　判定基準からの評価　　　　　　　　　　　 宮中ダム減水区間宮中ダム減水区間

２３１３２０２４２４No.9

瀬切れの解消
水面幅変化点

及び潤床面積

早瀬の

平均流速

0.6m/s

早瀬の

平均水深

30cm

宮中ダム放流量

（m3/s）

戻し流量

判定基準に対する必要流量（m3/s）

地点

３０

２８

２７

２６

２４

１１

３０

１６

２６

－

３０

３０

１６

１６

１７

２１

３０

３０

２０

３０

１６

１６

３５

２１

３０

１０１０No.8

７１６No.7

１５１５No.6

３０１６No.5

１６１６No.4

１７１７No.3

宮中ダム必要放流量（m3/s）

－－No.2

１７１７No.1

春季～秋季　（魚類活動期）
※宮中ダム放流量は各地点での必要流量
　から途中の支川流入量を差し引いた流量
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判定基準からの評価　　　　　　　　　　　判定基準からの評価　　　　　　　　　　　 宮中ダム減水区間宮中ダム減水区間

２３１３２０－２４２４No.9

３５宮中ダム必要放流量（m3/s）

宮中ダム放流量

（m3/s）

戻し流量

判定基準に対する必要流量（m3/s）

地点

２８

２７

２６

２４

１１

３０

３５

２６

１６

－

２９

－

－

－

４０

－

水温

－

３０

３０

１６

１６

１７

２１

３０

瀬切れの解消

３０

２０

３０

１６

１６

３５

２１

３０

水面幅変化点

及び潤床面積

１０１０No.8

７１６No.7

１５１５No.6

３０１６No.5

１６１６No.4

１７１７No.3

早瀬の

平均流速

0.6m/s

早瀬の

平均水深

30cm

－－No.2

１７１７No.1

夏季　（水温上昇期）
※宮中ダム放流量は各地点での必要流量
　から途中の支川流入量を差し引いた流量
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判定基準からの評価　　　　　　　　　　　判定基準からの評価　　　　　　　　　　　 宮中ダム減水区間宮中ダム減水区間

７０２４　（２３）７０No.9

宮中ダム放流量

（m3/s）

判定基準に対する必要流量（m3/s）

地点

７０

７０

７０

７０

７０

７０

７０

７０

魚野川との比較

１０　（８）

１６　（１３）

３２　（２８）

１６　（１１）

１６　（１１）

１７　（１２）

２１　（１６）

１７　（１２）

サケ遡上経路の確保
水深30cm

２５～８０

参考

（サケ遡上調査の結果）

７０No.8

７０No.7

７０No.6

７０No.5

７０No.4

７０No.3

７０　　　　　　　　　　　　　宮中ダム必要放流量（m3/s）　　　　　　　　　　（　）は戻し流量

７０No.2

７０No.1

秋季　（サケ遡上期）

27

環境に影響が少ないと思われる流量　　　　　　　環境に影響が少ないと思われる流量　　　　　　　宮中ダム宮中ダム

放流量

月

30m3/s

70m3/s

35m3/s

春季 夏季 秋季

70m3/s

9m3/s

35m3/s

9m3/s

30m3/s

冬季

7m3/s

水温上昇
7/21～8/31

サケ遡上期
10/1～11/10

4/1～7/20

12/1～3/31

11/11～11/30

9/1～9/30

28

流量決定の判定基準流量決定の判定基準 西大滝ダム減水区間西大滝ダム減水区間

　
各
判
定
基
準
を
満
足
す
る
必
要
流
量

早瀬の水深：30cm以上

早瀬の流速：60cm/s以上
・魚類の産卵条件

水深：水深：3030cmcm以上以上

水面幅変化点水面幅変化点

流量：流量：7070mm33/s/s

・サケの遡上経路の確保

瀬切れの解消瀬切れの解消

・魚野川との比較

・対象魚種の
　　生息環境の確保

秋季秋季

冬季冬季

春季～秋季春季～秋季

春季～秋季春季～秋季
・対象魚種の
　　生息環境の確保

サケの遡上期

魚類活動期

魚類活動期

判定基準判定基準対象期間対象期間

水深：水深：3030cmcm以上以上 ・渓流魚の生息場の確保
　（ニッコウイワナ・ニジマス）渓流魚が活動
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現況（平成12年9月8日観測）
現状評価現状評価
【水面幅変化点及び潤床面積】
・河床材料の石が大きいため
水面より石が出ている。
【サケ遡上経路の確保】
・現状で問題はない。
【その他】
・冬季にニッコウイワナ、ニジマ
スの生息場を確保する水深が
小さい。

No.13　百合居橋地点（距離標6.5km）

水深階級

 1.0m ≦

 0.4m ≦　　＜1.0m

 0.3m ≦　　＜0.4m

 0.15m≦　　＜0.3m

    0m≦　  ＜0.15m
横断別水深階級

10.9

43.0

31.9
54.8

41.6

13.8 9.6 4.5

36.6

8.1

17.7

27.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%

上流 中流 下流
30

１０m3/s ・6m3/sで平均水深、8m3/s
で平均流速の条件を満た
す。
・6m3/sで冬季にニッコウイ
ワナ、ニジマスの生息場を
確保する。

２０m3/s
河道中央部で水面より出
ていた石が隠れ始める。

３０m3/s４０m3/s５０m3/s６０m3/s７０m3/s８０m3/s

河川流量変化に伴う河川状況の変化

No.13　百合居橋地点（距離標6.5km）

最大水深(m)
平均水深(m)
水面幅(m)
流速（m/s）

上流

0 . 0

0 . 5

1 . 0

1 . 5

2 . 0

2 . 5

0 2 0 4 0 6 0 8 0

流量Ｑ( m 3 / s )

水
深

(
m
)

水
面

幅
(
1
0
0
m
)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4
中流

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0 2 0 4 0 6 0 8 0

流量Ｑ( m 3 / s )

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4
下流

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0 2 0 4 0 6 0 8 0

流量Ｑ(m 3 / s )

0 . 0

0 . 2

0 . 4

0 . 6

0 . 8

1 . 0

1 . 2

1 . 4

流
速

（
m
/
s
）
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現況（平成12年12月21日観測）

現状評価現状評価
【水面幅変化点及び潤床面積】
・潤床面積は小さい。
【サケ遡上経路の確保】
・遡上障害となる箇所はない。
【その他】
・冬季にニッコウイワナ、ニジマスの生息場
を確保している。

No.15　西大滝ダム下流地点（距離標12.2km）

水深階級

 1.0m ≦

 0.4m ≦　　＜1.0m

 0.3m ≦　　＜0.4m

 0.15m≦　　＜0.3m

    0m≦　  ＜0.15m
横断別水深階級

8.3 14.2 19.7

25.4 14.7

24.2

9.7

75.6

36.3
55.8

5.2
6.7

4.15

0%

20%

40%

60%

80%

100%

上流 中流 下流 32

１０m3/s２０m3/s３０m3/s４０m3/s５０m3/s６０m3/s７０m3/s８０m3/s

河川流量変化に伴う河川状況の変化

No.15　西大滝ダム下流地点（距離標12.2km）

最大水深(m)
平均水深(m)
水面幅(m)
流速（m/s）

上流

0 . 0

0 . 5

1 . 0

1 . 5

2 . 0

2 . 5

3 . 0

3 . 5

4 . 0

0 2 0 4 0 6 0 8 0

流量Ｑ( m 3 / s )

水
深

(
m
)

水
面

幅
(
1
0
0
m
)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

 

中流

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

0 2 0 4 0 6 0 8 0

流量Ｑ( m 3 / s )

 

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

 

下流

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

0 2 0 4 0 6 0 8 0

流量Ｑ( m 3 / s )

0 . 0

0 . 2

0 . 4

0 . 6

0 . 8

1 . 0

流
速

(
m
/
s
)
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判定基準からの評価　　　　　　　　　　　判定基準からの評価　　　　　　　　　　　西大滝ダム減水区間西大滝ダム減水区間

２０－２０－－No.15

２１西大滝ダム必要放流量（m3/s）

西大滝ダム放流量

（m3/s）

戻し流量

判定基準に対する必要流量（m3/s）

地点

１０

２０

７

２１

－

－

－

３０

瀬切れの解消

１０

２０

１０

２０

水面幅変化点

及び潤床面積

１０６No.14

８６No.13

早瀬の

平均流速

0.6m/s

早瀬の

平均水深

30cm

－－No.12

－－No.11

春季～秋季（魚類活動期） ※西大滝ダム放流量は各地点での必要流量
　から途中の支川流入量を差し引いた流量

34

判定基準からの評価　　　　　　　　　　　判定基準からの評価　　　　　　　　　　　西大滝ダム減水区間西大滝ダム減水区間

７０２　（２）７０No.15

７０　　　　　　　　　　　　　西大滝ダム必要放流量（m3/s）　　　　　　（　）は戻し流量

西大滝ダム

放流量

（m3/s）

判定基準に対する必要流量（m3/s）
地点

７０

７０

７０

７０

魚野川との比較

７０

７０

７０

７０

３　（３）

６　（６）

７　（７）

９　（０）

サケ遡上経路の確保
水深30cm

２５～８０

参考

（サケ遡上調査の結果）

No.14

No.13

No.12

No.11

秋季（サケ遡上期）

35

判定基準からの評価　　　　　　　　　　　判定基準からの評価　　　　　　　　　　　西大滝ダム減水区間西大滝ダム減水区間

－－No.15

６西大滝ダム必要放流量（m3/s）

西大滝ダム放流量

（m3/s）

戻し流量

判定基準に対する必要流量（m3/s）

６

６

－

－

６No.14

６No.13

平均水深

30cm

－No.12

－No.11

冬季 ※西大滝ダム放流量は各地点での必要流量
　から途中の支川流入量を差し引いた流量
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環境に影響が少ないと思われる流量　　　　　　環境に影響が少ないと思われる流量　　　　　　西大滝ダム西大滝ダム

放流量

月

70m3/s

21m3/s

70m3/s

7m3/s

21m3/s

春季 夏季

6m3/s

秋季冬季

サケ遡上期
10/1～11/10

4/1～9/30

12/1～3/31

11/11～11/30

6m3/s
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当面の対応手法当面の対応手法

宮中ダム
西大滝ダム 放流量増加

水利権更新時　　　　　ガイドライン放流

水利権更新時まで　　当面の対応案での放流

38

発電取水量最大取水量

日

流量

余剰放流

ダム流入量

維持流量

夏の温度上昇時
サケの遡上期

増取水に必要な施設の部分的な改良工事および運用パターンの変更が必要

増放流分

増取水

増取水量 取水減量

増放流の考え方　増放流の考え方　

取水減量

取水できない

39

取水制限量の設定取水制限量の設定

増取水によって環境が悪化することを防ぐために取水制限量を設定する。

環境に対する影響が少ないと思われる流量を
取水制限量と考える

河川環境に影響が少ないと思われる範囲での取水制限を条件に
付した上で、豊水期における増取水を認める一方、新たに取水さ
れた水量分を河川環境の悪化が特に著しい期間に放流し、水環
境の改善を図る。

40

取水制限量取水制限量
　　　　

【当面の対応方針】
河川環境に影響が少ないと思われる範囲での取水制
限を条件に付した上で、豊水期における増取水を認め
る一方、新たに取水された水量分を河川環境の悪化が
特に著しい期間に放流し、水環境の改善を図る。

増取水可能量

取水制限量 環境に対して影響が少ないと思われる流量分の取水は制限される。

日

流量

発電取水量

現状：維持流量
宮中ダム7.00m3/s
西大滝ダム0.26m3/s

施設対応可能　増取水量

増放流量
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宮中ダムにおける放流計画

流量

月1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5　　　　6　　　　7　　　　8　　　　9　　　　10　　　11　　　12

20m3/s

ＪＲ東日本提示案

夏場の水温上昇時期　7/20～8/31

土曜・日曜（10:00～16:00）6時間
　　　　　　　　　　　　23m3/s放流

　　平日　　（10:00～16:00）6時間
　　　　　　　　　　　　10m3/s放流

サケの遡上時期　10/1～10/29

毎日24時間　　20m3/s放流

10m3/s7m3/s

23m3/s

現況：7m3/s

42

宮中ダム取水可能量の変化　宮中ダム取水可能量の変化　

0

2 0

4 0

6 0

8 0

1 0 0

1 2 0

1 4 0

1 6 0

1 8 0

2 0 0

2 2 0

2 4 0

2 6 0

2 8 0

3 0 0

3 2 0

3 4 0

3 6 0

3 8 0

4 0 0

1 / 1 2 / 1 3 / 1 4 / 1 5 / 1 6 / 1 7 / 1 8 / 1 9 / 1 1 0 / 1 1 1 / 1 1 2 / 1

流 量

- 4 0 0  

- 3 8 0  

- 3 6 0  

- 3 4 0  

- 3 2 0  

- 3 0 0  

- 2 8 0  

- 2 6 0  

- 2 4 0  

- 2 2 0  

- 2 0 0  

- 1 8 0  

- 1 6 0  

- 1 4 0  

- 1 2 0  

- 1 0 0  

- 8 0  

- 6 0  

- 4 0  

- 2 0  

0

放流量案 取水可能量 取水制限量 増 取 水 可 能 量 無効放流量 取水減量

43

25

26

27

28

29

30

31

32

33

7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49

宮中ダム放流量（m3 / s）

水
温

（
℃

）

十日町橋

妻有大橋

栄橋

川井大橋

ＪＲ東日本提示案での改善効果

23m3/s10m3/s
川井大橋
10m3/s ：31.39℃
23m3/s ：29.05℃

栄橋
10m3/s ：30.58℃
23m3/s ：28.16℃ 妻有大橋

10m3/s ：28.64℃
23m3/s ：27.19℃

十日町橋
10m3/s ：28.94℃
23m3/s ：26.79℃

十日町橋より上流
ではアユが生息可
能な水温まで低下

１℃低下

２．３℃低下

44

（現状）　　　　　　　　　　　　　　　7m3/s
No.7地点流量：10.277m3/s

No.6地点流量：11.832m3/s

20m3/s
No.7地点流量：23.277m3/s

No.6地点流量：24.832m3/s

（秋季サケ遡上期　）　　　　　宮中ダム放流量：

ＪＲ東日本提示案での改善効果

No.6　栄橋下流
（距離標56.7km）

No.7　妻有大橋下流
（距離標62.0km）

サケ遡上期の20m3/s放流では水深30㎝以上面積が増加し、

遡上障害が低減する。
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西大滝ダムにおける放流計画

流量

月

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5　　　　6　　　　7　　　　8　　　　9　　　　10　　　11　　　12

7.81m3/s

19.71m3/s

12.16m3/s

東京電力提示案

5.66m3/s

0.26m3/s

5.66m3/s

12.16m3/s

1/1    ～3/31　　0.26m3/s
4/1    ～5/31　　5.66m3/s
6/1    ～7/9　　12.16m3/s
7/10  ～9/10　 7.81m3/s
9/11  ～9/30　 12.16m3/s
10/1  ～11/10　19.71m3/s
11/11～11/30　 5.66m3/s
12/1  ～12/31　 0.26m3/s　

現況：0.26m3/s
ゲート開度

5㎝

ゲート開度
11㎝

ゲート開度
7㎝

ゲート開度
11㎝

ゲート開度
18㎝

ゲート開度
5㎝

46

西大滝ダム取水水位運用状況西大滝ダム取水水位運用状況

１８．５６０．２６１８．３ＬＷＬ

１２．１６１２．８６０．２６１２．６ＨＷＬ１１cm１３m3/s

７．３６０．２６７．１ＬＷＬ

７．８１８．２６０．２６８．０ＨＷＬ７cm７m3/s

０．２６

０．２６

０．２６

０．２６

０．２６

魚道

放流量

（m3/s）

０．２６

２０．８６

１１．４６

５．３６

５．９６

合計

放流量

（m3/s ）

５．６６５．７ＨＷＬ５cm６m3/s

放流量

（m3/s）
水位

レベル

ゲート

開度

平均

放流量

（m3/s ）

洪水吐ゲート維持流量

０．２６－－－0.26m3/s

１９．７１２０．６ＨＷＬ１８cm１９m3/s

１１．２ＬＷＬ

５．１ＬＷＬ

９月 １０月 １１月 １２月
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西大滝ダム取水可能量の変化西大滝ダム取水可能量の変化

0

2 0

4 0

6 0

8 0

1 0 0

1 2 0

1 4 0

1 6 0

1 8 0

2 0 0

2 2 0

2 4 0

2 6 0

2 8 0

3 0 0

3 2 0

3 4 0

3 6 0

3 8 0

4 0 0

1 / 1 2 / 1 3 / 1 4 / 1 5 / 1 6 / 1 7 / 1 8 / 1 9 / 1 1 0 / 1 1 1 / 1 1 2 / 1

流 量

- 4 0 0  

- 3 8 0  

- 3 6 0  

- 3 4 0  

- 3 2 0  

- 3 0 0  

- 2 8 0  

- 2 6 0  

- 2 4 0  

- 2 2 0  

- 2 0 0  

- 1 8 0  

- 1 6 0  

- 1 4 0  

- 1 2 0  

- 1 0 0  

- 8 0  

- 6 0  

- 4 0  

- 2 0  

0

放 流 量 案 取 水 可 能 量 取 水 制 限 量 増 取 水 可 能 量 無 効 放 流 量 取 水 減 量
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（現状）　　　　　　　　　　　0.26m3/s

No.13地点流量：0.598m3/s No.15地点流量：0.212m3/s

7.81m3/s

No.13地点流量：8.148m3/s No.15地点流量：7.758m3/s

（夏季水温上昇期　）　　　　19.71m3/s

No.13地点流量：20.048m3/s No.15地点流量：19.658m3/s

（秋季サケ遡上期　）　　　　

東京電力提示案での改善効果

No.13　百合居橋下流
（距離標6.5km） No.15　西大滝ダム下流

（距離標12.2km）

西大滝ダム放流量：

潤床面積の増加が見込まれる
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３）今後の調査について

50

今後の調査について今後の調査について

協議会で抽出された問題点についての改善効果を
検証するための調査を計画する。

•　水温について

•　川の物理条件

•　藻類の繁茂状況調査

•　魚類調査

•　サケの遡上調査

•　放流パターンの検討


